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平成２２年度年間テーマ 『挑戦！釧路』

◆平成 ２２年 ６月 例会報告 【部会担当例会】
題 目 「 太陽光発電に挑戦！ 空に太陽がある限り 」
講 師 株式会社東興電気工業 取締役営業部長 東堂光春 様
開催日時 平成２２年６月１０日（木曜日） 午後 ６時３０分～
開催場所 釧路キャッスルホテル １階 海の間
出 席 者 第一部会 ８名 第二部会 １１名 第三部会 １０名 第四部会 ６名

合計出席者数 ３５名（全４７名） 出席率 ７４．４７％

◆◆◆◆◆例会報告◆◆◆◆◆◆

『会長挨拶』
先月最後の日曜日、初めてと思う程の満開の桜の下で

花見が出来ました。気温の低い日が続いていましたが当
日は暖かく気持ちの良い一日を過ごせました。

昨今は、化石燃料利用から自然エネルギー利用へと様
々な研究と実践がなされています。その中から、今回は、
第二部会が太陽光発電を題材に例会をされます。皆さん
も楽しみにされていると思います。

『例会内容』
担当の第二部会員全員が、永田会員手作りの太陽をモ

チーフにした名札を胸に付け、青塚会員の司会で第二部
会担当例会が始まりました。

＜結城部会長による趣旨説明＞
太陽光発電をテーマに取り上げた理由ですが「釧路は

自然に恵まれたエコな街で有る」「釧路町議会で太陽光発
電の推進決議がされるなど行政も力を入れている」「釧路
は全国的に見ても日照時間が長く地の利が有る」太陽光
発電で余った電力は電力会社が買い取るシステムになっ
ており「単に環境に良いと言うだけで無く経済性も高い」
などによります。

皆さんの関心は、費用の面や耐久性のこともあると思
います。これらは講師の東堂様より後ほど詳しく解説していただきます。

我々二部会は「エコに挑戦！快適な暮らしに挑戦！」
ということで太陽光発電が、未来の釧路を住み良く豊か
で活気有る街になるきっかけの一つになってほしいと願
っています。

＜東堂さまご講演＞
結城部会長の趣旨説明に続き、講師の東堂光春さまが

「住宅用太陽光発電システム」について講演されました。

当社は８年前から太陽光発電システムを事業として扱っており、道東管内で
３５０件設置してまいりました。当初は太陽光発電と言っても「お湯を作る
の？」と言われる事も度々有りましたが、ここ２～３年は地球温暖化対策の観
点からも各方面で取り上げられる様になり、広く認知される様になったと思い
ます。



太陽光発電の研究開発は約５０年程経ちますが、特に
京都議定書などによるＣＯ２削減を達成するため策定さ
れた「低炭素社会づくり行動計画」では２０４０年迄に
７３０万戸の住宅に太陽光発電を設置すると言う目標が
定められています。

多少専門的になりますが、太陽電池はシリコン系と化
合物系が有りシリコン系が主流です。更にシリコン系も
結晶系とアモルファス系に分かれ、結晶系は気温が低い
ほど発電効率が高くアモルファス系は低温では発電効率
が低くなります。そのため、釧路での設置に適している
のは結晶系です。

また、日照時間に比例して発電量が多くなり、釧路は
全国的に見ても年間日照時間が多く冷涼な気候で有る事
から太陽光発電効率が全国でもトップレベルの地域です。

実際の設置に掛かる費用ですが、発電能力が４ＫＷ(ｷﾛ
ﾜｯﾄ)のシステムを設置する場合で２４０万円程度が目安
になりますが、釧路市の場合は国と自治体からの助成金
３８万円が利用出来、実質２００万円程度で設置する事
が可能です。

太陽光発電は、エコ・環境のためというだけではなく、
仮に４ＫＷの太陽光発電システムを設置した場合に期待
出来る経済効果は年間で２１万５千円になり、この優れ
た経済性を称して私どもは『屋根の上貯金箱』と呼ばせ
て頂いております。

質疑応答では、関心の高さを物語る数多くの質問が有
り、設置方向など個別の設置例による発電効率の優劣や
補助制度の細かい条件（１ＫＷあたり６５万円未満のシ
ステムに適用）など、導入検討時に知っておくべき注意
点などを学びました。

『その他』
※菊池会員から釧路厳島神社例大祭神輿渡御進行指揮参加へのお願いがありました。
※中島神社委員長より、委員会進捗の報告、参加と協力のお願いがありました。

「８月例会の日時および会場変更のお知らせ。」
当初予定の８月５日（木曜日）から、８月２２日（日曜日）会場は山花に変

更し、開催時間も１０時～１３時３０分に変更されます。ご予定の変更お願い
します。詳細は次号会報にてご案内します。

◆部会活動報告◆
第一部会 なし 第二部会 6月 10日１１名 炉端 参久（さんきゅう）
第三部会 6月 10日 ９名 釧路キャッスルホテル 第四部会 5月 25日 ５名 末広館

◆事務局連絡◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
１.やむおえず例会出席予定を変更される方は部会長か事務局長への連絡をお願します。
２．円滑な会の活動を進めるために、年会費の早期納入をお願いします。
３．会員増強を推進しています。推薦される方は事務局までお知らせください。
４．ホームページでは、カラーの会報、写真、過去の記念誌、会報などがご覧いただけます。

どうぞご利用ください。アドレスは URL http://www.marukoo.com/as/



釧路あすなろクラブ
７月例会のご案内

６月例会は第二部会の担当で「太陽光発電」をテーマに多くの事を知り、よ
り身近な物になったと思います。

７月は野遊会です。せっかくの屋外開催と言う事で「釣り大会」と「バーベ
キュー(飲食)」の二部構成を企画致しました。太公望は元より普段は陸釣り専
門の会員も奮ってご参加下さい。

・・・７月例会（野遊会）・・・
■例会内容■ 第一部『釧路あすなろクラブ釣り大会』

第二部『バーベキュー』

■開催場所■ 千代の浦マリンパーク

■日 時■ 平成２２年７月４日（日曜日）

第一部 釣り大会（小雨決行） 午前１０時００分～
第二部 バーベキュー（雨天決行） 午前１１時３０分～

※釣り大会の注意点などは同封の別紙「野遊会詳細」をご覧下さい。
※釣り大会に参加される方で釣り竿をご持参出来ない方は、出欠連絡欄の該当項目に

○を付けて下さい。
※お酒が出ますので飲酒される方は、お車でのお越しをご遠慮ください。

出欠連絡■ 締め切り ６月２８日（月曜日）必着

★出欠と釣り大会参加不参加等に○を付け、各部会長さん宛にＦＡＸを
お願いします。（準備の都合上、締め切り厳守で願います。）

------------------------------------------------------------------------

氏 名

野遊会 出席 ・ 欠席

釣り大会 参加 ・ 不参加

釣り竿 持参 ・ 無し

■各部会長のＦＡＸ番号■

一部会 畠山智彦 ９１－９５４９ 二部会 結城 太 ４２－３２３５

三部会 加藤敏幸 ４４－５５３２ 四部会 坂本裕人 ３６－８７３１



【 野 遊 会 詳 細 】

※※ 野遊会第一部＜つり大会＞（小雨決行）※※

野遊会のバーベキューに先立ち、次の要領で釣り大会を行います。

●日 時 ： ２０１０年 ７月 ４日（日）
１０時スタート １１：２０終了

●場 所 ： 千代の浦マリンパーク内防波堤

（バーベキューコーナーから余り離れない様にお願います。）

表 彰 ： 釣果に応じ表彰(景品)を予定しています、
（釣果発表及び表彰は第２部で）。

＊ 参加不参加は自由としますが、例会出欠連絡に記入をお願いします。

＊ 大会開始は１０時としますが、１０時前から釣っていてもかまいません。

【道具など】
＊「さお釣り」「手釣り」限定。

＊釣り竿など釣り道具はなるべく各自ご持参下さい。釣り竿をお持ちで無い方は
出欠連絡でお知らせ下さい。（可能な範囲で執行部にて準備する予定）

＊少量の釣りエサは事務局で用意しますが、エサ・撒き餌は各人で持参した物を
使用してかまいません。

【注意！厳守事項！！】
＊もり等による突き、引っかけ針、かご釣り、網（釣った魚をあげる為のたもは除く）
は禁止です。

＊次の物が釣れてしまった場合は、必ず海に放して下さい。
（法律で罰せられます。）
「メスの毛ガニ」 「甲長８ｃｍ未満のオスの毛ガニ」
「体長２０ｃｍ未満のサケ・マス」 「ホッキ」 「アサリ」

※※ 野遊会第２部＜バーベキュー＞（雨天決行）※※

釣り大会終了後、バーベキュー（飲食）懇親会になります。

日 時：２０１０年 ７月 ４日（日）
１１：３０開始予定（釣り大会終了後）

場 所：千代の浦マリンパーク内
バーベキューコーナー




